
片
町
線
を
市
内
で

最
も
乗
降
客
が
多
く
市
の
中

心
市
街
地
で
も
あ
る
京
田
辺

駅
ま
で
複
線
化
を
図
り
、
午

前
０
時
台
の
列
車
を
京
田
辺

駅
ま
で
の
延
長
を
求
め
る
声

が
強
い
が
市
の
考
え
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

午
前
０
時
台
の
列
車
の
運
行

が
な
い
の
で

０
時
台
に
木

津
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い

と

に
要
望
し
て
い
る
。

市
長

京
田
辺
駅
ま
で
は

計
算
で
は
可
能
で
あ
る
と
思

う
。
片
町
線
複
線
化
促
進
期

成
同
盟
の
副
会
長
の
立
場
と

し
て
は
木
津
ま
で
引
っ
張
っ

て
行
き
た
い
。
最
終
列
車
の

延
長
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

田
辺
小
学
校
の
北
校
舎

の
ト
イ
レ
は
非
常
に
老
朽
化

し
て
お
り
、
平
成

年
度
予

算
で
事
業
費
を
計
上
し
て
改

修
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長

本
年
度
に
改

築
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行

っ
て
い
る
。

年
度
に
予
算

計
上
を
し
て
実
施
す
る
。
構

造
的
に
は
現
在
の
ト
イ
レ
の

東
側
に
２
階
建
て
を
計
画
し

て
お
り
、
１
階
、
２
階
と
も

廊
下
か
ら
行
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

京
都
府
の
管
理
河
川
で

あ
る
天
津
神
川
の
上
流
一
帯

は
大
き
く
開
発
さ
れ
、
今
後

も
開
発
計
画
が
あ
る
中
で
河

川
の
整
備
は
全
く
進
ん
で
い

な
い
。
下
流
域
一
帯
は
市
の

中
心
市
街
地
で
も
あ
り
災
害

終電延長が望まれる片町線（ 京田辺駅）

を
心
配
す
る
市
民
の
声
が
強

い
が
市
の
考
え
は
。

建
設
部
長

府
の
管
理
河

川
で
あ
り
、
防
災
上
の
観
点

か
ら
改
修
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
が
河
川
改
修
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。
ま
た
府
は

流
域
内
で
行
わ
れ
る
開
発
行

為
等
の
許
可
権
者
の
立
場
で

も
あ
り
適
切
な
行
政
指
導
が

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
る
。
必
要
と
な
る
治
水
対

策
等
の
行
政
指
導
に
つ
い
て

は
適
切
な
指
導
が
行
え
る
よ

う
府
と
連
携
を
図
り
た
い
。

平
成

年
は
市
制
施
行

周
年
の
年
で
あ
る
。
記
念

行
事
等
の
検
討
は
。

総
務
部
長

記
念
式
典
は

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

庁
内
に
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
そ
の
中
で
検
討
し
た
い
。

教
委
元
職
員
の
収
賄
窃

盗
事
件
は
久
村
市
政
の
氷
山

の
一
角
だ
。
実
態
解
明
と
市

長
、
教
育
長
の
責
任
は
。
公

務
員
モ
ラ
ル
の
喚
起
と
職
員

倫
理
条
例
等
の
制
定
。
入
札

改
革
、契
約
業
務
監
視
制
度
、

厚
遇
廃
止
等
行
革
の
徹
底
を
。

市
長

自
ら
を
処
分
し
た
。

な
お
次
期
市
長
選
は
出
な
い
。

教
育
長

解
明
、
再
発
防

止
、
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

総
務
部
長

職
員
倫
理
条

例
は
年
度
内
制
定
。
特
殊
勤

務
手
当
見
直
し
を
行
う
。

市
民
部
長

市
民
参
画
条

例
制
定
を
参
画
課
で
検
討
。

建
設
部
長

電
子
入
札
導

入
と
契
約
業
務
の
監
視
研
究
。

同
志
社
大
学
を
生
か
し

た
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
。
同
大
京
田
辺
祭
と
市
民

文
化
祭
の
両
立
は
厳
し
い
。

三
山
木
駅
周
辺
整
備
は
学

生
に
何
を
。

同
志
社
前

駅
東
南
部
を
市
街
化
移
行
し
、

学
生
街
と
さ
く
ら
並
木
を
。

市
民
部
長

市
民
と
大
学

と
の
交
流
、
連
携
を
支
援
。

建
設
部
長

学
生
が
集
い
、

憩
い
、
交
流
の
場
に
。
市
街

化
は
土
地
利
用
ニ
ー
ズ
や
地

権
者
の
意
欲
等
で
検
討
。

住
民
の
視
点
で
小
学
校

区
単
位
の
福
祉
支
援
拠
点
、

職
員
配
置
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
。
モ
デ
ル
地
域
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
実
態
調
査
と
整
備
を
。

高
齢
者
の
実
態
調
査
は
誰

が
担
う
の
か
。
元
気
な
高
齢

者
の
受
け
皿
と
支
援
を
。

保
健
福
祉
部
長

社
協
と

旧情報教育推進室を視察する文教福祉常任委員

連
携
し
、
地
域
の
組
織
力
強

化
、事
業
充
実
に
努
め
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
と
障

害
者
基
本
計
画
の
見
直
し
で
、

実
態
調
査
を
行
う
。

高
齢
者
に
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
実
施
や
場
と
支
援
を
行
う
。

い
じ
め
、
虐
待
等
の
実

態
調
査
を
。
き
め
細
か
な
予

防
、
発
見
、
保
護
、
啓
発
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
。

公
的
施
設
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と

民
間
教
育
機
関
と
の
連
携
を
。

保
健
福
祉
部
長

虐
待
情

報
が
集
ま
り
や
す
い
環
境
整

備
と
相
談
窓
口
で
適
切
対
応
。

教
育
部
長

い
じ
め
の
実

態
は
中
学
４
件
。
指
導
と
ケ

ア
を
実
施
。
各
学
校
で
総
点

検
チ
ェ
ッ
ク
。
日
頃
の
子
ど

も
の
状
況
把
握
が
大
切
。

民
間
機
関
と
は
情
報
交
換
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー

ム
の
夜
間
や
土
日
の
開
所

を
。

対
策
に
つ
い
て
、

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
と
の
連

携
、
協
力
を
含
め
た

防

止
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立

ち
上
げ
て
は
。

問
題

と
児
童
虐
待
問
題
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
は
、
根
深
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
緻
密
な
調

査
や
研
究
を
し
、
職
員
や
団

体
同
士
の
連
携
強
化
等
の
対

応
策
を
図
ら
れ
て
は
。

市
民
部
長

利
用
者
の

ニ
ー
ズ
等
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

実

質
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、

常
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
相
談
数
や
相
談
内
容
に
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

と
児
童
虐
待

は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
相
談
事

案
の
中
で
、
関
係
団
体
と
十

分
に
連
携
を
図
っ
た
中
で
対

応
し
て
き
た
い
。

近
鉄
新
田
辺
駅
東
口
に

一
番
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
民

間
駐
輪
場
が

月
末
で
廃
業

閉
鎖
さ
れ
る
。
約
２
３
０
台

の
利
用
が
あ
る
の
で
、
早
急

な
対
応
策
を
と
る
べ
き
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

こ
の
駐
輪
場
は
、
近
鉄
が
運

営
、
管
理
、
経
営
を
さ
れ
て

い
る
有
料
駐
輪
場
。
廃
業
を

知
っ
た
時
点
で
直
ち
に
対
応

し
、
隣
接
す
る
市
の
駐
輪
場

で
収
容
で
き
る
よ
う
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

火災があった府営住宅田辺団地（河原神谷）

こ
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

全
額
近
鉄
が
支
払
う
こ
と
に

な
っ
た
。

昨
今
、
集
合
住
宅
に
お

け
る
火
災
が
増
加
し
て
い

る
。
集
合
住
宅
に
お
け
る
火

災
は
、
出
火
元
だ
け
で
は
な

く
、
上
下
斜
め
下
な
ど
周
辺

住
宅
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
り
災
直
後
の
家
庭
に
対

し
て
、
そ
の
周
辺
住
宅
も
含

め
て
住
居
確
保
の
問
題
、
そ

の
後
の
生
活
の
問
題
に
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
た
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

避
難
場

所
に
も
毛
布
と
洗
面
用
具
セ

ッ
ト
を
届
け
、
火
元
、
水
損

被
害
を
こ
う
む
ら
れ
た
方
々

に
は
見
舞
金
を
支
給
し
た
が
、

周
辺
の
住
宅
の
方
に
つ
い
て

は
、特
に
対
応
し
て
い
な
い
。

同和
対策

教
育
委
員
会
収
賄
事
件

で
贈
賄
側
業
者
に
ど
ん
な
便

宜
を
図
っ
た
の
か
。
ま
た
情

報
教
育
事
業
で
必
要
以
上
に

過
大
な
経
費
支
出
と
な
っ
て

い
な
い
か
、
調
査
す
べ
き
。

教
育
部
長

台
数
の

現
状
調
査
な
ど
し
て
き
た
。

他
自
治
体
と
の
比
較
な
ど
の

調
査
も
必
要
だ
が
手
が
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
。

台
数

の
見
直
し
は
し
た
い
。

例
外
規
定
の
安
易
な
乱

用
な
ど
、
監
査
委
員
か
ら
３

年
前
に
指
摘
さ
れ
た
問
題
が

事
件
の
背
景
に
あ
る
。
な
ぜ

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長

実
行
さ
れ
て
い

な
い
部
分
が
多
か
っ
た
こ
と

地元自治会が管理する三山木越前駐車場

は
反
省
し
て
い
る
。

契
約
課

設
置
な
ど
、

発
注
と
契
約
を
分
離
す
る
仕

組
み
を
。

総
務
部
長

分
離
は
一
つ

の
手
法
と
考
え
る
が
、
現
行

体
制
で
適
正
執
行
で
き
る
よ

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
、
チ

ェ
ッ
ク
項
目
の
様
式
化
な
ど

を
す
す
め
る
。

山
連

を
通
じ
た
部

落
解
放
同
盟
へ
の
補
助
金
支

出
は
、
市
が
定
め
た
補
助
金

基
準
に
も
反
す
る
。
補
助
金

は
中
止
し
、

山
連

か
ら

脱
退
す
べ
き
。

市
民
部
長

解
同
へ
の
補

助
金
は
、

山
連

の
総
会

で
議
決
さ
れ
て
い
る
。

山

連

は
他
の
就
労
促
進
協
議

会
、
人
権
啓
発
協
議
会
と
再

編
を
協
議
中
で
あ
り
、
補
助

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。

越
前
駐
車
場
は
地
元
自

治
会
に
無
償
貸
与
さ
れ
て
い

る
が
、
管
理
料
名
目
で
集
め

ら
れ
た
年
間

万
円
以
上
の

資
金
が
そ
の
ま
ま
部
落
解
放

同
盟
に
助
成
金
と
し
て
渡
さ

れ
て
い
る
。
本
来
、
市
民
全

体
の
財
産
で
あ
る
市
有
地
を

無
償
で
利
用
し
て
収
益
を
あ

げ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
部
落

解
放
同
盟
の
活
動
資
金
に
充

て
ら
れ
て
い
る
実
態
は
、
行

政
の
公
平
性
、
公
正
さ
を
著

し
く
そ
こ
ね
る
も
の
。
駐
車

場
の
無
償
貸
与
を
や
め
、
市

直
営
で
運
営
す
べ
き
。

市
民
部
長

自
治
会
の
総

意
で
決
定
し
た
こ
と
で
あ

り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

助
役

自
治
会
に
そ
う
い

う
指
摘
が
あ
っ
た
と
い
う
事

は
伝
え
る
。

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）

橘

雄

介

議
員
（
市
民
の
眼

）

小

林

喜
代
司

議
員
（
一
新
会
）

年（平成 年） 月 日


